
Web会議システムを活用した
授業の進め方

2校で行う遠隔授業の実践より

【具体例】第２学年：国語科「あったらいいな、こんなもの」

学校間の連携を図る工夫



他校の同学年の子供と一緒に遠隔授業を行うと・・・

１学年の子供の数が少なく、同学年の子供
と意見や感想を交流できる機会が少ない。

複式学級の悩み

Web会議システムを活用

○ 意見交換・感想交流により、多様な価値観に触れることができる。
○ 相手意識や目的意識をもった活動により、意欲が高まる。

相手校との事前の打合せ、共通理解を図った上での実践、
次の改善に生かす振り返りが大切です。

そのためには・・・



② 具体的な指導計画づくり

③ 日程の決定

① 単元の決定

・ 互いの学校の行事等に重なりがないかの確認
・ 遠隔授業を行う日と、行わずにそれぞれの学校で学習を進める日の確認

・ 単元指導計画・授業デザインの作成
・ ワークシート等の資料の作成

年度当初に、遠隔合同授業をする学校が集まって、研修会を実施します。全体会の後、各学
年に分かれ、担任同士が、どの単元で授業を行うかを話し合います。前年度の資料を見て、
同じ単元を改善して行うか新しい単元にチャレンジするかなどを決定します。

②と同じく、授業をする担任同士が具体的な日程を決めます。

授業をする担任同士が、連絡を取り合いながら計画を立てます。

・・ 意見や感想を伝え合う交流場面があるなど、多様な価値観に触れることができる単元の選定
・ 発信校と受信校の決定

相手校との打合せ・授業実践の流れ



④ 単元実施計画の作成

単元が決まったら、
単元実施計画を作成します。

単元のねらい・授業日・接続する
時数・各時間に行う学習活動等に
ついて、「単元実施計画」で明確に
しておくことで、それぞれの学校で
見通しをもって授業を進めていくこ
とができます。

本事例においては、遠隔授業のときには
複式学級を解消して実施しています。

学校で組織的に遠隔授業に取り組むこと
で、一方の学年は別の教師が授業を行う
（専科の時間をうまく組み合わせる）など、
単学年での授業時間をもつことができます。 実践事例：第2学年国語科

「あったらいいな、こんなもの」より

遠
隔
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業



⑤ 授業デザインの作成と授業の実施（第１時）

遠隔授業を実施する際は、
授業デザインを作成し、
それに基づいて授業を行います。

学習の進め方が分かったよ。

ドキドキするけど、発表会が
楽しみ。

T1、T2の役割についても、
確認します。

実践事例：第2学年国語科
「あったらいいな、こんなもの」より



実践事例：第2学年国語科
「あったらいいな、こんなもの」より

⑤ 授業デザインの作成と授業の実施（第８時）

〇 多くの意見や感想を交流する。
→ 学習に広がりや深まり

〇 相手意識をもたせる。
→ 活動への意欲の高まり

教科の単元のねらいに
迫りやすくなる。

こんな道具があると、楽しいね。
どれぐらいの大きさなのかなあ。

多様な価値観に触れる
交流場面の設定



⑥ 実施後の振り返り

本実践を踏まえて、次の実践へ

「単元実施計画及び振り返り資料」として、計画と
振り返りを同じ様式に記入し、蓄積することで、
次年度への引継資料としても活用できます。

単元終了後、両校の担任が
振り返りを記入します。

実践事例：第2学年国語科
「あったらいいな、こんなもの」より

遠隔授業を
取り入れた効果

ねらいに照らした
子供の育ち

明らかになった
課題

次の実践や
次年度への改善案



Web会議システムを活用した授業のポイント

〇 共通理解を図る場の設定
（年度当初に全体での研修会、担当の顔合わせ）

〇 指導や評価の明確化
（単元指導計画、授業デザイン等の様式の活用）

〇 次年度への引継ぎとしても活用できる資料を両校で蓄積

☆ 他校と共通理解を図り、スムーズに実践につなげる

もちろん、学校間の連
携を進めるだけでなく、
日頃の自学級（複式学
級）の授業を充実させ
ることが重要です！


